
 

 

技術家庭（技術分野） 第２学年 

 

１．教科(技術)の目標 

(1) 実践的・体験的な学習活動を通して、ものづくりやエネルギー利用及びコンピュータ活用等

に関する基礎・基本的な技術を習得する。 

 

(2) 技術が果たす役割についても理解を深め、それらを適切に活用する能力と態度を育てる。 

 

観

点 

 

知識・技能 

 

思考・判断・表現 

 

主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨 

生活や社会で利用されてい

るエネルギー変換の技術に

ついて科学的な原理・法則や

基礎的な技術の仕組み、保守

点検必要性及び、エネルギー

変換の技術と生活や社会、環

境との関りについて理解し

ているとともに、安全・適切

な製作、実装、点検及び調整

等ができる技能を身に付け

ている。 

災害時に想定される問題を見

いだして課題を設定し、解決

策を構想し、実践的な評価・

改善し、表現するなどして課

題を解決する力を身に付けて

いるとともに、安全な社会の

構築を目指してエネルギー変

換の技術を評価し、適切に選

択、管理・運用、改良、応用

する力を身に付けている 

安全な社会の構築に向けて、

課題の解決に主体的に取り組

んだり、振り返って改善した

りして、エネルギー変換の技

術を工夫し創造しようとして

いる。 

 

３．評価の観点と評価方法 

 

 

 

一学期 二学期 三学期 
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期
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テ
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知識・技能 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

思考・判断・表現 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ 

主体的に学習に取り組む態度 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ 

  ○…取り上げる評価方法     ◎…取り上げる評価方法のうち特に重視するもの 



 

 

技術家庭(技術分野) 年間評価計画 （第２学年） 

月 指導項目 指導内容 評価方法と評価の観点 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

 

９ 

 

 

10 

 

11 

 

12 

 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

ガイダンス 

 

 

 

製作品の設計・製作 

 

１章エネルギー変換と利用 

 

 

 

 

 

 

○製作品の設計・製作 

・センサーライトの組み立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

３章プログラムによる計測・

制御 

情報とわたしたちの生活 

○ディジタル作品の設計と 

 制作 

・オーロラクロックの作成 

 

○プログラムによる計測・ 

 制御 

 

○ガイダンス 

①１年間の学習計画の説明 

②評価について 

 

○木材を使って生活に役立つものを

作ろう 

１エネルギー変換について知ろう 

２電気を創るしくみを知ろう 

３電気を供給する仕組みを知ろう 

４電気回路について考えよう 

５電気機器を安全に使用しよう 

○自然界のエネルギー資源をどのよ

うに生活に生かしているか調べる 

○電気エネルギーを利用する機器を

調べる 

○電気エネルギーを他のエネルギー

に変換する例を調べてまとめる 

○エネルギー変換を利用した製品を

構想する 

○製作の準備をする 

○基盤にはんだづけをし、部品を取り

付ける 

○生活の中のメディア 

○ディジタル作品の構成 

○情報の収集と加工 

○作品の中にある計測・制御 

○計測・制御のシステム 

 

○処理の手順とプログラム 

○プログラムによる模型の制御 

※授業観察 

全期間に渡って適宜実施 

（知識・技能、思考・判

断・表現、主体的） 

・作品の評価（技能、思

考・判断・表現） 

 

・自己評価（思考・判断、

主体的） 

 

・期末考査（全観点） 

 

 

 

 

 

 

 

・作品の評価（技能、思

考・判断・表現） 

・期末考査（全観点） 

 

 

 

 

・作品の評価（技能、思

考、判断、表現） 

・制御プログラム（思考・ 

 表現、主体的） 

・学年末考査（全観点） 

 



技術家庭（家庭分野）　　第２学年

１、教育目標　　　　　　

２、評価の観点とその趣旨 　

趣
旨

３、評価の観点と評価方法

観点

評価方法　

授
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○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎

○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

知識・技能

思考・判断・表現

　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、生活や技術に関する実践的・体験的な活動を通して、
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造する資質・能力を育成す
る。

主体的に学習に取り組む態度

観
点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

生活と技術についての知識・技能
生活や社会の中の課題を解決
する力

生活を工夫し創造しようとす
る態度

生活と技術について理解していると
ともに、それらに係る技能を身に付
けている。

生活や社会の中から問題を見
出して、課題を設定し、解決
策を構想し、実践を評価・改
善し、表現するなどして課題
を解決する力を身に付けてい
る。

よりよい生活の実現や持続可
能な社会の構築に向けて、課
題の解決に主体的に取り組ん
だり、振り返って改善したり
して、生活を工夫し創造し、
実践しようとしている。

一学期 二学期 三学期



平成24年度

月

4 ガイダンス ２年生の学習内容 ・授業観察（全観点）
住生活と自立 住まいの役割と住まい方 ・ノート・ワークシート点検

5 住まいの安全 （思考・判断・表現、主体的）
災害に備えた住まい方
健康で快適な室内環境

6 家族・家庭と地域 家庭や家族の機能 ・授業観察（全観点）
中学生の自立・ ・ノート・ワークシート点検
家庭生活と地域との関わり （思考・判断・表現、主体的）

手縫いの基礎縫い ・手縫いの基礎縫いテスト（技能）

7

・期末考査（全観点）

幼児の生活と家族 幼いころを振り返ろう ・授業観察（全観点）
・ノート・ワークシート点検
（思考・判断・表現、主体的）

9 幼児の心身の発達
幼児の生活習慣の習得
幼児の生活と遊び
ネームバッジ製作 ・作業点検（全観点）

10 ・作品点検
（技能、主体・判断・表現）

11
幼児とのかかわり方 ・保育実習 （全観点）
保育実習

・期末考査（全観点）
12 調理と食文化 日常食の調理 ・ノート・ワークシート点検

調理の基礎技能 （思考・判断・表現、主体的）

・野菜の調理 ・実習観察点検（全観点）
・肉の調理

1 わたしたちの消費生活 消費者の自覚 ・授業観察（全観点）
商品の販売方法と支払方法 ・ノート・ワークシート点検
消費者トラブルとその解決方法 （思考・判断・表現、主体的）

2 よりよい消費生活

・学年末考査（全観点）
3 環境に配慮した消費生活 持続可能な社会をめざして ・授業観察（全観点）

まとめ ・ノート・ワークシート点検
（思考・判断・表現、主体的）

　

技術家庭（家庭分野）　　年間評価計画　　（第2学年）

単元または教材 指導内容 評価方法と評価の観点
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